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１．震災以前の原信における防災に対する取り組み
学生：　本日は大変お忙しい中、お時間をいただきましてまことにありがとうございました。
何卒よろしくお願いいたします。早速質問させていただきたいと思います。御社には突然の災害に対して、
防災マニュアルのようなものはありますでしょうか。またマニュアルは、日頃従業員がどのような取り扱い
をするようになっておりますでしょうか。
山岸：　防災マニュアルといいましても、当社にはそれほど複雑なものはありません。災害時にはマニュアルは必
要だと思いますが、今回の震災で特に感じましたのは、非常時にはマニュアルが役に立たないことが多いと
いうことです。今回の地震のような時にパニックになった状態では、普通は保管しているマニュアルを取り
に行くことすらできませんよね。マニュアルには確かにそのとき何をしなきゃいけないっていうのを、ある
データをもとにああすべきとか、こうすべきとか、書いてあります。社内の規則では、カードマニュアルを
いつも持ち歩くことになっています。私はこのマニュアルを、いつも持ち運ぶシステム手帳の中に入れてい
ます。これをやっていないと非常時には役に立ちませんよね。緊急の事態が起きたときに一番何が必要かっ
て言うときには、こういう状態で持っていないと役に立たないのです。
また、お手元に資料がありますが、これは私が地震後の新聞やテレビの取材のときにマスコミの方々にお
渡ししたものです。自分が担当した部署における単なる覚え書きですが、だいたいこの中のメモに当時の様
子や対応が全部入っています。
２．７．１３水害と中越地震のもたらした被害
学生：　７．13水害と中越地震のもたらした被害は御社にとってどの程度のものだったのでしょうか。
山岸：　2004年７月13日に新潟県の長岡市（旧中之島町）と見附市を襲った豪雨被害を７．13水害といいますが、こ
の水害は当社に約２億4,500万円の特別損失をもたらしました。またその年の中越地震の被害は４億3,000万円
でした。これは当社にとって過去最大の被害額でしたが、これは決算時の処理の関係でこういう数字になっ
ております。実際のところ私の試算では被害はだいたい７億円から８億円に上ると思われます。この数字は
広報誌のなかにも出しています。小千谷が最も中越地震の震源地に近かったのですが、その中でも小千谷駅
前にある店舗が最も被害を受けました。側面の壁は倒壊して中に入れない状態でした。いつその建物自体が
倒れるかどうか分からない状態だったので、その店舗は閉鎖しました。それから同じ小千谷市内で当社とし
ては二番目に震源地に近かった店舗（西小千谷店）については、軒先が全部壊れ、自販機も倒れそうになっ
ていて、中はもうぐちゃぐちゃという状態でした。翌日から営業開始できる店舗については営業し、営業で
きない状態の店舗については商品を店舗の外に出して、お客様に必要な商品を提供しようと取り組みました。
宮内店では翌日から店内にある商品を店の外に引っ張り出して営業しました。店内ではレジも動かないので
外で販売という形態をとりました。結果的に、被害の大きかった中沢店、見附店、駅前店の三店舗を閉鎖し
ました。
震災後に被害を受けた店舗の現状確認を行いました。さきほどお話しました小千谷の駅前店が小千谷で一
番損害を受けた店舗です。それから十日町が結構厳しい状況でした。あと閉鎖した長岡市の中沢店、それか
ら見附店、このへんが非常に大きな被害でした。西小千谷店につきましては２日間全面休業をせざるを得ま
せんでした。店舗の中は販売できる状態ではありませんでしたし、駐車場に避難された方が相当数居られた
からです。震災後３日目からは店頭で営業開始をしまして、１週間後に店内での営業を再開しました。この
小千谷地区で原信と競合していますのは、ベイシアというお店とジャスコ（イオン）です。中でもジャスコ
の店舗は私どもの小千谷店とほんの数百メートルしか離れていない場所に立地しています。その後ジャスコ
が店舗内での通常営業に切り替えたのは、2005年８月２日でした。それからジャスコよりも長岡市寄りのベ
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イシアの営業再開は2004年12月中旬でした。つまり少なくとも震災後２ヶ月間、小千谷エリアで営業ができ
たのは、当社だけということが言えます。ですから「いかに早く営業再開するかということが私どもの使命
だった」という観点からみれば、１日でも１時間でも早く営業再開したかったというのが当時の私どもの考
えでした。
３．中越地震直後の原信本部の対応
学生：　山岸常務のメモにもありますが、地震発生当日の対応の詳細を教えて頂きたいのですが。
山岸：　私のメモをごらん頂いていると思います。その中段くらいに「地震発生時の対応」というのがあります。
土曜日の午後６時すこし前には対策本部を設置しました。対策本部を設置したのは私です。いま皆さんが居
られますのは原信の本部ですが、あそこに見えます建物の向こう側にひとつ部屋があります。実は私は土曜
日の震災があった時間にその部屋に居りました。そこから建物の入り口に出ていきまして、対策本部を作り
ました。場所は決まっていたので、そこに集合して対策を練りましょうということになりました。だから本
当に震災直後、６時前から対策本部ができたわけです。そこで初めにやったことが、まずお客様と勤務中の
従業員の安全の確保、２つ目に施設の被害の状況確認と救援物資が今の段階で必要かどうかを確認しました。
３つ目が、これは若干視点が変わりますけど、役員や会社の幹部に対して、今どこにいて安否はどうかとい
う問題と、どのくらいの時間で中之島にある当社本部に出社が可能かということを、連絡して確認をとりま
した。午後８時15分に、全店舗の従業員全体の安全確認とまではいかなかったのですが、店内のお客様と店
内にいる従業員の安否確認、それから被災状況確認を、一応のところ終えました。また社長以下、取締役な
ど役員がそろったのが８時30分でしたので、役員の対策会議を始めました。そこから１時間毎に対策会議を
行っていました。それから同時刻に、救援物資第一陣を届けるために、小千谷市に向けてのルートについて
物流調査をしました。この救援物資は行政要請の救援物資ではなく、店長から要請があって出した救援物資
です。
店長からは「店舗内はとりあえず危なくて入れない。駐車場に大変沢山の方が避難されているので、とり
あえずダンボールをお渡ししました。それを下に敷いて休んでください、座ってくださいという意味でダン
ボールをお渡ししました」との報告がありました。これから気温が下がるので、避難されている方は、車の
方はともかくとして、寒くなるので毛布が欲しい、というのと、とりあえず水が欲しい、という要求があり
ました。物流センターにからたまたま水の在庫がありましたから、原信の配送車両に乗せました。それから
長岡市内でたまたま衣料関連の取引先の社長さんがつかまったので、毛布があるかないかお聞きしたら「倉
庫の中にはあるはずだ。ただ取れる状態かどうかは分からない。とりあえず鍵は開けておくので勝手にもっ
て行ってくれ」というありがたいお話がありました。それでは水と一緒に配送しようということで、一緒に
積みこんで小千谷に向かったのが８時30分ちょっと過ぎでした。その後21時には全店舗について、電気はつ
くか、ガスはどうだ、水道はどうだ、など、インフラについてのチェックが行われました。23時にはインフ
ラ状況はそれぞれ分かり、被害の程度もわかりましたが、実際のところ、完全復旧に必要な被害把握はその
筋の専門家じゃないとわからないんですね。
例えば、桂先生が店長だとしますね。震災直後はお店の被害を他に伝える方法がないから、例えば口頭で
伝えるとか、あるいはメールを使うといった方法でしか本部に伝わらない。その店舗において何があってど
ういった状況なのかということを伝える手段は限られているし、状況そのものについても「すごい」とか
「たいへん」といったような形容詞で伝える程度なんですね。その店舗にどのくらいの被害があって、何がど
のくらい必要で、復旧に何日かかるから、何をしなければならない、という判断まではできなかったんです
ね。店舗が倒れるのではないか、ということはわかりましたけど、揺れがおさまったらなんとかなりそうだ、
ということは感覚的に分かっても、実際何をしなければならないか冷静に判断できないし分からない。こう
した状況で、どの程度復旧に要するのか、どういう業者を手配したらいいのか、手探りで調べながら復旧は
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スタートしました。
24日からは朝一番の早朝６時より対策会議が再開されました。その前日も対策会議は24時くらいまで行わ
れていて、朝までぶっ通し会議、ということも考えたのですが、休まないと体が持ちませんので６時間だけ
休んで、翌日は６時から再開ということになりました。まず復旧作業手順の優先順位とやり方の打ち合わせ
をしました。それが発生から翌週にかけての当社の組織の動きです。
１．原信における、被災前の地震に対する認識（防災対策）
①　５年前に水害を経験し、非常時における対応についての経験者がいた。また７．13水害後でもあったた
め、社内の防災意識は高かった。しかし大地震が起こるとは想定していなかった。
②　毎年事業所で火災を想定した防災訓練を行い、避難誘導や消火訓練をしている。
③　緊急連絡網の整備は随時行われている。
④　関係会社に保険代理店があり、火災被害や震災被害については、企業財産総合保障保険の特約を契約し
ている。
⑤　阪神大震災を契機に、震災マニュアルの改訂を行っており、全部署に配置してあった。
２．地震発生時の対応
①　本震の揺れが収まりつつある中、18時前に山岸常務によって対策本部の設置が行われた。
②　全事業所に対して、お客様、勤務中の従業員の安全確認、怪我などの有無確認、二次災害による危険回
避、全従業員の安否確認を開始した。
③　店舗等施設被害の状況確認と救援物資の手配を行った。
④　事業として優先すべきは「営業を再開する事が社会的な任務」と心得ている。当社マニュアルでは「店
は震災時でも開店することが原則」「２名そろったら営業」と明記。
⑤　10月23日、対策本部長、副本部長、情報・人事・店舗・物流の各責任者等による組織立ち上げ。24時間
本部体制がスタート。
⑥　ホームページへの掲示や新聞社などへの営業状況案内を開始。
３．地震発生以降、現在に至るまでの経緯
①　10月23日（地震発生）
18：00 対策本部設置、役員および幹部は自主的に集合。スタッフは情報収集開始。
各店の被害（人的、施設）状況、道路情報など確認。
20：15 被害状況の全店集計（第１報）。
20：30 役員対策会議を１時間ごとに開催する。救援物資第１便、小千谷市に出発。
これは行政からの依頼ではなく、自発的に行う。毛布、水、食料など。
21：00 インフラの現状について全店把握。
23：00 本部員を派遣し、現場確認開始。
②　10月24日
店舗内が使用不能の場合、店頭販売を開始するように指示。
援助物資支援、店舗への人的応援開始。
各店舗復旧の建築設備業者の手配完了。警備会社による人的警備を開始。
③　10月25日
各店舗は通電とともに店内復旧および営業開始。
④　10月26日
災害復興義援金募金の開始。
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⑤　10月28日
震度６の余震発生。物流設備（自動コンベア）破損、人力での荷分け作業開始。
⑥　10月29日
３店舗閉鎖決定（30日情報開示）。
⑦　10月30日以降
西小千谷店、十日町店営業再開。見附店、駅前店の撤収作業開始。
４．各店舗の現状
44店舗中、25店舗が被災。うち中沢、見附、駅前店の３店舗を閉鎖。現在店舗数は41店舗。各店舗は復
旧終了し平常営業。
５．今回の地震に対する反省点と今後の対策
①　情報センターの被害が無く幸運。データの保管、緊急回避については要検討。
バックアップセンター設置と通信回線２重化。
②　物流センターもコンベアラインの一部破損があったが、建物などはほぼ無傷。しかし自動搬送時に震度
５程度があると破壊の恐れあり。地震感知して緊急停止する装置を導入。11月に設置完了。物流センタ
ーで自家発電装置を導入。
③　従業員数も多く、安否情報での通信手段、方法を再検討中。
④　十日町シルクモールではスプリンクラー作動による問題があり要検討。
⑤　マニュアル改定作業を進める。カード化して従業員が携帯。
６．地震で明らかになった経営課題
①　地震発生当初は冷凍食品の仕入先に被害があり、商品の欠品が相次いだ。
②　通信網のバックアップ体制について（致命傷ではなかったが）問題があった。
７．被災時に役に立ったこと、大変だったこと
①　７．13水害時の経験が役に立った。初動から復旧までの手順、経験、必要な商品、救援物資の調達など。
②　一刻も早く店舗を復旧させ、地域の被災されたお客様の支援ができるようにあらゆる手立てを検討。店舗
従業員は照明のない中で作業を行い、落下物の危険がある場合や電気の来ない場合は、店頭販売を行った。
③　関係企業より給水車の支援申し出があり、１週間、西小千谷店に配置した。
④　災害時に提供すべき商品は発生直後、２日目、３日目、４日目以降と変化する。その商品対応リストに
より部門別の調達を実施。物流センターにミネラルウォーター１万本強在庫した。
⑤　各市町村の対策本部および自衛隊への救援物資供給では、ほとんどの要望に対処できた。担当窓口を一
本化したことで、迅速・的確な対応ができた。
⑥　「地域のお客様にとって原信は必要」という存在意義を示せたのではないか。
８．国や地元行政、他地域の人々への要望
①　各行政が連携を十分にとって支援活動をお願いしたい。県、市町村のヨコの連携。
②　支援物資の要請については、混乱時ではあっても窓口を一本化してもらいたい。
③　支援物資が特定の避難場所に集中しないような対策とロジスティクスを構築すべき。救援物資を必要な
ときに、必要なだけ届ける体制作り。
④　ゴミ処理問題に関しては、水害の教訓が生きて改善されたと感じた。
（資料：山岸豊後常務メモとその他資料を元に当日の聞き取り調査を反映させて桂が加筆）
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４．最大被災地域小千谷周辺への配送ルート確保
学生：　最大の被災地域であった小千谷市周辺などへの配送ルートの確保はどうだったんでしょうか？
山岸：　震災の翌日から当社に入荷される予定の商品が平常時の50％くらいでした。入荷は朝３時頃から始まりま
した。とりあえず、小千谷の駅前店を除く全店舗に対して入荷作業をスタートさせました。小千谷地域につ
いてはその前日の夜に救援物資を一回運びましたので、旧越路町経由のルートは使えるというのは十分わか
っておりました。しかし困ったのは十日町、小出、六日町に向けてのラインです。これは通常、小千谷経由
での配送が行われているのですが、当日は全く行きようが無い。こうした情報は当社の物流部門が把握をし
てくれておりまして、柏崎経由で配送すればよいのではないかということになりました。ですから、六日町、
小出については概ね片道５時間くらいかけて配送しました。
学生：　とりわけ被害の大きかった店舗に対しては、人的な応援体制はどうなっておりましたでしょうか？
山岸：　当社では、２チーム編成で復旧作業に取り掛かりました。ひとつは設備、陳列棚が倒れたり曲がったりし
たものや、天井が落ちそうになっていたり、そういうものを直していく建築の専門家チーム。地震直後から
しばらくは余震が続きますから、店舗の復旧工事がある程度進んで、人が入れる安全な状態になってから100
名くらいのチームで売り場を復旧をさせました。機材が落ちたり散らかったり割れたりしているものを全部
取り払い、営業が再開できる状態を作ってから今度はその段階で店舗販売を開始する。店舗の従業員の皆さ
んは命令もなしに自発的に出勤をしてくれました。
当社のマニュアルにもありますが、こうした災害が起きたときはとりあえず自分の所属する店舗に出勤で
きる人は全員出勤する。自発的に大丈夫な方はみんな出勤して、共同で作業をする。被災地には、直接本社
から人員派遣をしておりません。というよりも、実は当社の被害店舗が多すぎて、実際は取引先から応援を
いただいた側面もあったというのが実情でした。それから、お客様から応援・声援をいただいたこともあっ
て、精神的にも大変ありがたかった。例えばあるお客様とのエピソードを紹介しますと、このようなものが
ありました。私自身、この地震災害が発生して以降、ずっと家族の顔も見れずに４～５日が過ぎておりまし
た。そのようなときに家内から「近所の人たちが、原信ってすごいと言っている」という文面のメールが届
きました。メールを見たときは意味がわからなかったのですが、家内に聞きましたら、原信の新保（ニイボ）
店が震災翌日に営業を行っており、近所の人が買い物に行ったら、平常時とほぼ同じ商品が揃っていたとい
う評判になっているというのです。「どうしてあんな事ができるんだ」という意味ですごいと近所で評判だと
いうことだったんです。これは今までお話しました震災直後の当社の対応と応援体勢確立のたまものと自負
しております。
そして当社が一番初めに復旧チームを入れた店舗が実は新保店でした。この店舗は当社の中でも一番被害
が軽い状況で、設備関係もそんなに傷んでいない。インフラについてもガスは無理でしたが、電気はすぐ来
そうだし、とりあえず電気がつけば照明をつけてレジが動かせる。ということでまず新保店を復旧させて営
業しようということになりました。本部から何十人かが駆けつけ、24日の早朝から応援しました。こうした
ことで他店舗よりも早く復旧できたため、こうした地域のお客様からの評価につながったかと思います。
また来迎寺店などは地域のお客さんが手伝ってくれて復旧作業を成し遂げた、という事例もありました。
来迎寺店は旧越路町の来迎寺にある店舗ですが、この店舗は店先の駐車場での営業体制をとっておりました。
店内での早期営業開始を目標に復旧作業を行っておりましたが、地域のお客様がなにかと協力していただい
て、復旧に至ったという経緯がありました。
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５．被災従業員へのケアと顧客からの要望
学生：　被災した従業員について、なにか対応はありましたか？
山岸：　当社従業員につきましては、従業員自身が被災者という方々がおられました。例えば20人程度の住む場所
がない方には、人事部のほうでまずアパートの借り上げを各拠点で行って入居いただきました。ウィークリ
ーマンションでは、洗濯機だとか冷蔵庫、冷暖房は完備されていて、とりあえず着る物と布団があれば生活
できる状態ですのでこれを利用しました。従業員は県内のあちこちに点在しておりますので、当社では常に
各エリアに何部屋かマンションを確保しておりましたから、そこにどんどん優先的に入って頂いて、足りな
い部分を同時並行で空き部屋を確保していきました。例えば家族人数が多いご家庭から優先的に入居しても
らい、無利子の融資制度を活用してもらいました。最大５年間、数百万単位で無利子貸出しを受けられます。
学生：　震災後、原信に対してお客様からの声や要望などはありましたでしょうか？
山岸：　お客様からは、先ほど挙げました事例のほかにも、沢山の「ありがとうの声」が届きました。文章も沢山
いただきました。一方でお叱りの声もあるのではないかと心配しておりましたが、ほとんど無かったですね。
このたびの震災におきましては、私どもは本当に自分達で考えている以上のことが地域社会に対して出来た
なという実感を持っております。先ほど申し上げました救援物資につきましても、23日の夜から供給を開始
しました。行政との連絡は特に当日夜の20時くらいから緊密になり、市長から当社の社長に直接要請があり
ました。24日の朝には避難所から「粉ミルクはありますか」といわれましたが、それを届ける人間さえいな
いほど人間がフル稼働しておりました。従業員は皆、店舗の復旧に当たっていたり、片道５時間の配送車両
を運転したりしていて、猫の手でも借りたいほど忙しい。社長が店舗の被災確認のため市内に出かけようと
した時に、社長の車の運転手に「どこどこの店舗に立ち寄って粉ミルクを調達して、何時頃どこどこに持っ
て行ってください。時間が無いので売上処理はしなくていいですから」などと、全社総動員で考えられる限
りのことを対応しました。結果として、例えば「お惣菜ひとつ無いじゃないの」とか、そういうクレームは
ほとんどありませんでした。
学生：　次に、今回の地震で一番困ったこと、現在困っていることがあったら教えてください。
山岸：　こうした震災時は、各行政機関が連携を充分に取って支援活動をお願いしたい、ということです。県や市
町村、あるいは市町村の中の横の連携がとれないんですね。例えば小千谷市から中越地震に対する救援物資
の要請がきます。しかし一方で、調べてみると要請があったような救援物資が旧越路町に山のように余って
いる、といった具合の状況が散見されました。私どもが申し上げたいのは、こうした情報を行政で一本化し
て指示を出して欲しいということです。そうしないと私どもの対応が非常に大変になる。旧越路町と小千谷
市と言うのは1つの同じルート上にありますから一緒に配送する。当社もそんなに車両を保有しているわけで
はないですし、緊急時には無理して物資輸送に充てているわけですよ。
今回一番供給をしたのがおにぎりでした。日持ちのしないおにぎりをどのように調達したかといいますと、
関東にある５つの工場で作ってもらい、それを栃木の山崎パンさんの工場に集荷をして、そこから配送車で
磐越道経由で郡山から入れました。郡山へ入れた後は、高速道を使って会津若松経由で新潟市へおろしまし
た。新潟から長岡市までの高道路は混雑でまず使用不能の状態でした。もし使用できる状態の時は中之島イ
ンターチェンジで降りました。ただ、大渋滞でしたね。中之島インターの出口線上は、震災の関係で避難所
まで物資を届けられない道路状況でした。そこで当社が主張しましたのは「新潟までの物流ルートはなんと
かなりますので、新潟から長岡への配送を自衛隊にお願いしてください」ということでした。私どもは渋滞
混雑の中で届ける力が無いが、自衛隊はヘリコプターを持っているわけです。
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行政機関にはロジスティクスへの配慮が全く無かった。ロジスティクスとはどういうことかと言いますと
「必要な物資を必要な時間に必要な場所に届ける」という機能。あの震災の混乱の中で、私どもが「必要物資
を必要な時間にそれぞれの避難所に届ける」と言うのは物理的に不可能でした。人もいない、配送車両もな
い、本部から長岡市内まで出て行くのでさえ、何時間かかるかわからない状態でしたから。「どんな物資を、
何箇所に届けるのか、行政が要請するのであれば、まず情報を収集して的確に指示してください」と申し上
げました。あの混乱の中で私どもが、自分で情報を処理して自発的に何ヶ所もある避難所全部に的確に届け
られるなんてありえない。
あと、ごみ処理問題ですね。これは、緊急ではなく、落ち着いてからでいいですよ、という話になりまし
たけれども、一般廃棄物、産業廃棄物などは一定エリアをこえて捨ててはいけないという規則があって、持
ち出してはいけないようになっています。例えば小千谷市内で発生した店舗内の器具備品など、生鮮品ほか
色々なものを処理しなければいけませんでした。その処理をする時に「長岡市にもってきちゃいけない」と
言われるわけですよ。じゃあ小千谷市内のどこに捨てるんだっていう話ですよね。平常時においては「原則
は原則」でいいのですが、緊急災害時には「原則は曲げられない」と言ってられないんじゃないでしょうか。
私どもの食品スーパーという業種は、生鮮品は特にですが、時間との戦いで、時間がたてばたつほど商品
はどんどんごみになっちゃうという見方も出来るわけです。こうした震災時におけるゴミの量は想像を絶し
ますよ。「時間毎にトラック何十台分」という感じでゴミが増えていきますから、その処理をしなければいけ
ない。ゴミをそのまま放置しておいた場合、衛生上大変よろしくないわけですね。このあたりは行政に今後
考えていただきたいところではあります。
学生：　最後に、今回の地震で経営上の計画変更を余儀なくされた、などといったことはありませんか？
山岸：　それはありません。冒頭で被害額について申し上げました。金額で言いますと、10億円を超える被害があ
りましたので損失は大きかったですけれども、今後の経営計画、例えば新規出店計画などに影響を与えたと
いったことはありません。
地震がらみではないですが、2005年９月末に上越市の業界県内４位のナルスという同じ業種のスーパーと
経営統合することを発表しました。持株会社という手法を用いまして、原信という企業は残るし、ナルスと
いう企業も残る、物流など統一できるところは統一して、お互いもっといい企業になろうという方向で進ん
でおります。この経営統合により当社は、上越方面に強い展開力を持つナルスの力を活用し、新潟周辺や燕
三条のような県央地区に経営資源を集中させる、という出店調整の戦略を採ることが可能になりました。上
越地域ではナルスさん、やっぱり強いんですよ。私の実家は上越にあるんですけれど、やっぱりナルスへ買
い物に行くんですね。そのくらいブランド化しています。それは私どもとしても、延々とお客様に支持され
るために商売するわけですし、ナルスさんも同じように、非常にまじめに地域のお客様を大切にして経営を
されています。そういうところに非常に強いブランド力がありますし、それを活用しない手はないないだろ
うと思っています。
経営統合は、会社全体の方針や管理の面において、直接的な効果が出ております。情報システム統合、商
品目の統一による仕入先の一本化などにおいてはすでに効果が表れております。
今回の地震に関して言いますと、自家発電装置が役に立ちました。もともとこの中之島の本部、店舗は自
家発電装置を持っていたのですが、地震の直後にインフラが切れ、ライフラインが断たれたときには非常に
助かりました。今回この自家発電設備が老朽化していたのと、若干パワー不足だったので、これを補う形で
新設しました。また、当社の物流機器には地震計を付けました。日本国内には地震計つきの物流ベルトコン
ベアは１つしかないと思っているのですが、今回の地震は余震が非常に多かった。余震がきた時にコンベア
が動いていると大損害を受けます。そのため人を一人コントロールパネルに付きっきりにするということは
できませんので、地震計の数値がある一定値を超えたら緊急停止がかかるというものを設置しました。これ
は簡単なものですから、そういうシステムを導入したり、今は当社のパソコンのサーバが長岡市内の某所に
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あるのですが、そこは結構古いビルの３階なので、それを別の場所に移そうとしているわけです。今回と同
レベルの地震がまたどこかで起こっても大丈夫、水害にあっても大丈夫、というシステム構築を考えています。
山岸：　最後に、長岡大学の近くの川崎店は24時間営業になります。夜間アルバイトを募集していますが、昼間は
勉強しなきゃいけませんからダメだろうけど、夜アルバイトしてみませんか？アルバイトは職場の実体験と
いうことで非常に勉強になりますよ。様々なことにチャレンジして、有意義な学生生活を送ってくださいね。
学生の皆さんの将来に期待をしております。
学生：　本日は大変お忙しい中、お時間をいただきまして誠にありがとうございました。
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